
 

 
【参考】 聖書に登場する「律法と預言者」 

 

 

 

 

【参考】 律法と預言者の書そして諸書   
▶イエスは言われた。「わたしについてモーセの律法と預言者の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべ

て実現する。これこそ、まだと一緒にいたころ、言っておいたことである」（ルカによる福音書 24：44）。 
→神の品性の反映である律法を人間は守ることが出来なかった。 
 
▶律法と預言者の書が朗読された後、会堂長たちが人をよこして、「兄弟たち、何か会衆のために励まし

のお言葉があれば、話してください」と言わせた（使徒言行録 13：15）。    
▶ユダヤ教聖書（＝ヘブライ語聖書、タナハ）は、①律 法、②預言者、③諸 書の三部構成です。 
→ユダヤ教の聖書は旧約聖書のみで、新約聖書は認めていない。 

Do not think that I have come to abolish the Law or the Prophets(→複数扱いで、預言者、預言書);  
I have not come to abolish them but to fulfill them.（NEW INTERNATIONAL VERSION） 



 旧約聖書はイエス・キリストの贖いによる神の新しい契約を予告し、教え、知らせるものです。   
▶律法と預言者(の書)そして諸書  
律 法（トーラーTorah）＝モーセ五書（ペンタチューク Pentateuch）：創世記、出エジプト記、レビ記、

民数記、申命記  
預言者（ネビーム）      

・前 預 言 者：古代イスラエル史の流れ 
ヨシュア記、士師記、サムエル記（上、下）、列王記（上、下） 

・後 預 言 者：一般的に考えられる預言者の書 
イザヤ書、エレミヤ書、エゼキエル書→エレミヤ＝涙の預言者 

・十二預言書：ホセア書、ヨエル書、アモス書、オバデヤ書、ヨナ書、ミカ書、ナホム書、ハバクク書、 
ゼファニヤ書、ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書 

諸 書（カトビーム） 
・真   理（エメト）：①ヨブ記、②詩編（テヒリーム）、③箴言、 
・巻   物（祭儀の巻物、メギロース／メギロート） 

①ルツ記：5 月中～下旬 
②コヘレトの言葉：10 月初～中旬→コヘレト＝集会を司る人 
③雅歌：4 月初～中旬 
④哀歌：7 月中～下旬 
⑤エステル記 

・そ の 他（その他の巻物）①歴代誌（上、下）※１、②エズラ・ネヘミヤ記※２、③ダニエル書     
※１、２：ユダヤ教では一巻の書である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


